
藤井克徳 著『見えないけれど観えるもの』

取り扱いについて（期間限定）

記

＜取扱商品について＞

著 者：藤井克徳（きょうされん常務理事）

タ イ ト ル：『見えないけれど観えるもの』

出 版 社：やどかり出版

定 価：2,100 円

＜本の紹介＞

きょうされん常務理事であり、また日本の障害者運動と 30 年以上伴走してきた藤井克徳の新刊。

きょうされんの広報誌「月刊きょうされんＴＯＭＯ」で連載され、好評を博した「視点ＴＩＯＮ」や、

新聞や各方面での雑誌に掲載された文章を、現在の藤井の視点を織り交ぜた序章のコラムも交えて編み

直しました。

共同作業所職員など障害福祉関係者はもちろん、あらゆる人にお薦めしたい一冊です。

【主な目次】

１．わが国に生まれた不幸

２．小規模作業所は小さな巨人

３．障害者を締め出す社会はもろくて弱い

４．対角線モデルの牽引者に

５．非力な政治のひ弱な福祉

６．自立と運動を考える

７．交流で見えてくる日本

８．背中を押してくれたあの人，あの時


